
日本書紀の中に、「645年の大化の改新の時に、畿内の西の端を赤石
の櫛淵（あかしのくしぶち=今の明石あたり）に定めた」との内容が書かれ
ている。近畿（畿内）の入り口に位置する明石の名がついた明石川。計
画の場は、移転が予定されている現神戸市西区役所の南約300mの
明石川とその脇の支流。それらに挟まれた「浮島」が計画案だ。移転さ
れる区役所の方は行政機能の一部存続の支所として活かし、支所以
外の空きスペースについて地域での利活用を行えるよう「たまりばプロ
ジェクト」として整備を予定している。このたまりばプロジェクトとの連
携や活用の提案も欲しかったが今回は触れないでおこう。
　計画は、住民主体の地域活動とし、工業地帯に地域活性の可能
性を秘めた全世代対象の居場所を提案している。都市公園型地域コ
ミュニティセンター「水紋」は、いくつかの（この案では雫と称して6つ）人
のあつまりが波紋のように拡がる。結果、小さなコミュニティ（雫）が連
鎖し、多様な世代のコミュニティが生まれる。
　この案は、建築のつくり込みがうまい。まず、カーブした「平面」が
チャーミングに見える。ゆったりと流れる川をイメージさせる形で、人の

動線までもゆったり流れるように見える。「断面」も、そのスケール感が
表現された上、採光上の取込みや写り込みにまで考えられている。建
築物（建築の表現）になっている。建築の表情としての木材を多用した
意匠を見せるのに一番気になる空間、すなわち、多いかぶさる垂木を
木材とし注目させたのも、その効果は抜群だった。次に、既存の周辺環
境の取込み。南にある土手の断面にも目が行き、周りの環境もよく読み
込んでいる（降りるときは芝滑りなど）。
　計画に無理がないのは、敷地の周辺やその高さをうまく利用したこと
だと思える。今時の心配の防災については、やや課題が残るが。
　贅沢をいえば、6つの雫の関連性をよりわかりやすく説明しても良
かったのではないか? 唐突に6つの雫はわかりにくい。利用者の動きが
よりよく見える繋ぎのようなのもが欲しい。そこから、空間と世代の関係
へのプロセスの中、多様な世代のいきいきしたコミュニティ空間を生む
といったような。
　そんなことより、前述の「建築」の表現は見事であった。第9回優勝
の本校は、強豪校といえるようになった。準優勝おめでとう。 （森崎）

準優勝

水紋 ～響き重なるコミュニティの雫～

明石工業高等専門学校 選手…3年生3名［女子3名］兵庫県

　光を、軸となる川の通りに誘導する 2 枚の勾配屋根。その恩恵を受け

る浮島では野菜を育て、川縁で水に親しむ人々へ明るく豊かな場所を提

供する。屋根下には太陽に向けた開口が設けられ、木材仕上げの美しい

垂木がのぞく。木枠の連なったアーケードと共鳴し互いを映し出す。

　屋根が 2 枚構造であることより、建物内では太陽側のショップのみな

らず、北東側のカフェスペースにまで明るい光が届く。時の流れと共に

変化する光によって外と内の環境を繋ぎ、人々を自然の安らぎへと誘う。
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デスクワークスペースに向かう大きな階段自体が本棚であり、図書室である。
静かな環境で座って PC などの作業をすることもできる。

水紋の波のように広がる客席の中心に舞台がある。
客席数とステージの広さを自在に調整できる。
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River に落とされた雫の上に、

三世代の波紋が重なる。

そして、“水紋”を描く。
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 ＝ 水紋だからできること ＝
　明石川から分岐した弓形状の川を軸

として、世代を超えた人々が集まれる

要素＝６つの雫（しずく）を落とす。

　ぽつりぽつりと落ちた小さな雫は水

面に波を与え、やがて大きな「水紋」

となって互いに響き合う。

　それぞれの要素が調和され、一つの

模様として完成すれば、神戸市西区の

新たなコミュニティが構築される。

［野外ステージ・コミュニティスペース・ギャラリー・ジム］

芸術に触れる、野外ライブを行う。新たなコミュニティが見つかる。

［子ども用水遊び広場・あそびの雫公園・BBQスペース］

子どもたちはめいっぱい遊び、親世代の繋がりも後押し。

[キッチン・カフェ・ショップ・セミナールーム]

ゆっくりとしたひと時を。
オリジナルセミナー開催、ワークショップを実施可能。

［ホワイエ・ホール］

ミニコンサートや発表会をする。地域の人々が集まる拠点。

［ドッグラン］

大切なペットといつもとは一味違う散歩を。

［図書室・自習スペース・デスクワークスペース］

本と触れ合う、友達と勉強会の場に。ことばが人を強くする。
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　　エントランス

～響き重なるコミュニティの雫～

癒しの雫

遊具

東屋

公園や水遊び場で子供たちが遊んでいるとき、

付き添いの大人たちがその様子を見渡しながら

もまったり過ごせる場所。

一緒に遊んで疲れた時の休憩所にもなる。

BBQ スペース

数段高くなったスペースで BBQ をしながら、

食事によるコミュニケーションを楽しむスポット。

昼は子どもたちの笑い声、夜は静かな河原の中、特別なひと時を味わう。

シルバー・大人たちだけで楽しむもよし、ファミリーで楽しむもよし。

東屋

BBQ スペース

ドッグラン

ペットといつでも一緒に遊びたい！

そんな人のためのフリースペース。

中心の大きな樹木が、この場所の象徴となっている。

ショップ

傘の付いた丸テーブルの上で、

野菜を販売したり小物を販売したり。

「たまりば」の一環ともなる、

いわゆるフリーショップのようなところ。

カフェ

普通のカフェスペース。ではなく、

真ん中のアイランドキッチンで、誰でも自由に調理できる

仕様になっている。

材料は自分たちで持ち込んで作ったり、

キッチンショップで販売されているものを使ったり。

とことん自由に、好きなように使う。

他の人に料理を振るまったり、定期的な料理教室開催もできる。

道幅８ｍもある広く小高い道。

通行のほか子どもたちがかけっこすることも可能。

お祭りや縁日などのイベントの際、出店を並べられる広さ。

下に降りるときには斜面を利用し芝滑りもできる。

明石川を挟んだ向こう岸には、

いくつかの商業施設等と共に現西区区役所がある。

背の高い木材仕上げのホールがこの施設の目印となり、

人々を案内する。

円形ホール北東側には静かな用途のスペースが一続きに。吹き抜けにより解放感を出しつつ、高さの違いで音量の調節を図る。

この空間を通る場合に、ホールに向かう際の気持ちが作られる。

もちろん、巨大なスロープを上ることでも、気分は段々と高揚させられる。下がるときには逆に、段々と落ち着いていく。
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◀やすらぎの雫エントランス

雫の様子

川の上に浮かぶ桶のような浮島テラス。穏やかな水の流れに

囲まれながら、菜園や飲食スペースとして活用できる。
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Fresh!

wither...

浮島への採光ダイアグラム

勾配無し

日光が屋根に遮断され、浮島の野菜まで届かない。

勾配あり

日光は屋根下の開口から受け入れられ、浮島の野菜に降り注ぐ。
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CONCEPT

　希望の雫でできた「水紋の」上で、訪れた人々はとことん自由に好きなことをする。

普段できないこともここに来れば可能になる。水面上には、日々違った雫が落とされ、

様々な水紋の波が揺蕩う。翠との調和を図り、木を基調とした建物内では川のせせらぎ

や鳥の声、ピアノの音色に楽器の鳴らす旋律も自然の一部として響き渡る。工業地帯に

地域活性の可能性を秘めた全世代対象の居場所がここに誕生する。

巨大なスロープは、屋外ステージの屋根も兼ねている。

川縁の様子が一望できる。

コミュニティスペース

各年代の雫が交わるこの場所は、

半屋外のコミュニティスペースとなっている。

地域の人々同士で ,

新たなコミュニティを開拓する拠点となる。

竹テラス

落ち着いた雰囲気の竹壁で、ひと休み。

ここで心体の疲れを、ともに癒す。

八つ時にはカフェから食べ物を運んで、

みんなでスイーツをを楽しんだりもできる。

たまりばとの連携

　現西区役所改修に伴って推進されている「たまりば」

との連携を図りつつ、地域の繋がりの可能性を見出す役

割を担っていく場所。周辺地域一帯のコミュニティ拠点

になる。それが、都市公園型地域コミュニティセンター

『水紋』である。

建築概要

敷地住所：　　兵庫県神戸市西区玉津町

構造：　　　　RC 造 +木材仕上げ

工事要旨：　　新築

敷地面積：　　26401 ㎡

建築面積：　　4628.39 ㎡

建ぺい率：　　約 19.２％

延べ床面積：　7937.03 ㎡　

軒下の効用
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